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知床半島におけるウミネコの繁殖について

福田佳弘

蒼臓丸．〒580-0014大阪府松原市岡５丁目2－２５

はじめに

ウミネコＬαγ郡Ｓｃ宛zss"s砿の北海道沿岸での繁殖は太平洋側では大黒島・ユルリ島・モ

ユルリ島，日本海側では利尻島・天売島，そしてオホーツク海側では枝幸町目梨泊で記録さ

れているのみである（綿貫ほか1988)．中川（1988）でも知床半島での繁殖は記録されてい

ない．しかし1997年と1998年の調査の結果，２年続けてウミネコの繁殖を確認することがで

きたので報告する．なお，この調査は斜里町委託「知床半島斜里町側における海鳥類の生態

とその自然教育への活用に関する研究」の一環として行なったものである．

調査方法

調査は知床半島のウトロ港から知床岬までの斜里町側で行なった(図１）．調査地の海岸線

は切り立った崖が多く，容易に近づけない場所が多いことから，1997年の調査はウトロ港か

ら知床岬まで遊覧している知床観光汽船上から繁殖地を探し，詳しい営巣数は船外機付ボー

トで営巣地に接近し，ボート上から，あるいは海岸に上陸して親鳥が抱卵中の巣をかぞえた．

観光汽船上からの調査は６月２日に行ない，６月１２日に船外機付きボートで調査した．１９９８

年は６月５日にウトロ港から知床岬まですべて船外機付きボートで調査を行なった．調査日

には，ウミネコの抱卵期にあたり．波の穏やかな調査がしやすい日を選んだ．

ウミネコの繁殖時期を把握するために，上陸して巣の内部を上から観察することのできる

フレペの滝の24巣を対象に調査を行なった．1998年６月上旬から７月下旬までの期間に天候

などに左右される事もあったがおおよそ５日間隔で卵数・ヒナ数をかぞえた．

結果および考察

1997年にはフレペの滝下の斜面で94巣,知床五湖の断崖下斜面で18巣の合計112巣を確認し

た（図２)．1998年にはフレペの滝下の斜面で280巣，知床五湖の断崖下斜面（図２）で114巣

の合計394巣を確認した．1997年に比較すると1998年は約３倍以上に増加していた．

フレペの滝での繁殖スケジュールの調査は卵がふ化する直前の６月上旬から行なった．卵

数は24巣中３卵が２巣，２卵が15巣，そして１卵が７巣で，平均1.8卵であった．初ふ化日

は，調査区以外では５月31日であったが調査巣では６月４日だった．そして，消失した卵を
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図１．ウミネコの繁殖地および調査地の位置．

FiR.１．BreedingsitesofBlack-tailedGullsinHokkaidoandthesurveyedsitｅ

除いて６月19日には全てがふ化した．ウミネコの平均抱卵期間は約26日（綿貫豊私‘信）なの

で，産卵日は５月５日から５月24日であると推定される．巣立ちは７月14日にはじまり７月

20日には全てが巣立った．

ウミネコの営巣数は２年で約３倍以上に噸加した．このことから，ほかの繁殖地からの移

入が起きている可能'性が高いと考えられる．同様の個体数の大きな変動は天売島や利尻烏で

も見られている．天売烏では1987年から1996年までの10年間で10分の１に減少したのに対し

（福田未発表)，天売島から約80kｍ離れた利尻島では1997年は約200巣だったものが，翌年

の1998年には1,000巣以上になり1999年には7,900±4,900巣に急噸した（北海道宗谷支庁

1999)．急増による漁業被害や住民からの苦情により駆除も行なわれている．

ウミネコの大きな個体数の増減の理由は明らかではないが，一方では減り，一方では増え

るという現象が生じているため１か所だけでの個体数の増減をもとに，駆除を行なうのでは

なく，全体のウミネコの繁殖地と個体数を把握し，ウミネコの安定した個体数を維持管理し

保謎して行くことが望ましいと考えられる．
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図２．フレペの滝および五湖の断崖のウミネコの営巣地．

Fig.２．BreedingsitesofBlack-tailedGullsinShiretoko
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ＴｈｅｒｅａｒｅａｎｕｍｂｅｒｏｆｓｉｔｅｓａｌｏｎｇｔｈｅcoastofHokkaidowherethebreedingofBlack

-tailedGullL”猫ｃｍｓｓ力りst7恋hasbeenrecorded・Duringresea１℃ｈｉｎｌ９９７ａｎｄｌ９９８，a

newlyestablishedbreedingsiteofBlack-tailedGullswasfoundontheShiretoko

Peninsula，anewareaforthisspecies、

１，１９９７，９４ａｎｄｌ８ｎestswereconfirmedattheFurepewaterfallandShiretokoGoko

lakesrespectively・Theninl998,２８０ａｎｄｌｌ４ｎｅｓｔｓｗｅｒｅｃｏｎｆｉｒｍｅｄａｔｔｈｅｓamesites・Ａｓ

ｃａｎｂｅｓｅｅｎ,thenumberofnestsmorethantripleｄｆｒｏｍｏｎｅｙｅａｒｔｏｔｈｅｎｅｘｔ、Thisrapid

increaseinthenumberofnestssuggeststhatbirdsimmigrateｄｆｒｏｍanotherbreeding
site．

ＡsimilarlyrapidincreaseofnumberwasalsoobservedonRishirilsland,whileasudden

decreasewasobservedonTeuriIsland，ThereasonsfortheselarRefluctuationsinthe
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numberofBlack-tailedGullnestsarestillnotclearbutthecontemporaneouschangesin

numbersatthesesitesstronglysuggestthattheyarerelated，andprobablyinvolve

breedingpairsrelocatingfromonesitetoanother・

OnRishirilsland,shootingofthegullswasinitiatedbecauseoftherapidincreaseofthe

localpopulatio、there・However,toconserveandcontrolthisspecies,exterminationat

onesiteisunlikelytobeeffective;abetterunderstandingofBlack-tailedGullpopula‐

tions,distributionandmovementsmustfirstbeascertained．
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